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第31回合同例会 №313月11日㈪

　皆さま今晩はー。
　高田ロータリークラブ 今年のス
ローガンは、「善意を深め、奉仕の
力を昂めよう」であります。そこへ
至った経緯をお話しますと、「善意」

ロータリーで云う友情や好意、寛容と思いやりは、
地域や奉仕の理想にどんな影響、力となるのだろ
うか。誠意と善意は似て非なるもの、という意見
もあります。善意とは何だ…、という非常に青っ
ぽい疑念から始まりました。
　この様な中で、出会った「考え」が次のことで
した。
　人はある程度の利己心は必要です。と同時にこ
れを十分にカバーできるだけの善意が必要。市場、
マーケットには、お客さまとライバルしかいませ
ん。当然、ライバルに遅れを取ることがあります。
その遅れには、ライバルからの教えが詰まってい
る。テクニカルなこと、働くことの意義や意味ま
でたどり着くこともあります。私たちは、何らか
の気付を得て次のステージへ向います。感謝する、
ライバルへの感謝です。この隔たりを取り除くの
が、善意であります。このような善意の高揚こそ
ロータリーの目標であります。
　そのあとに、こうあります。
　「もし、善意というものがなければロータリー
はただの社交クラブだ」と。

　三クラブ合同例会（写真…次頁）です。新井ロー
タリークラブ様、高田東ロータリークラブ様そし
て、上越プロバスクラブ様を意識して、私に似合

わない、硬い話をいたしました。
　本日は、じっくりと顔を合わせ 善意の交流を 
深めようではありませんか。

出席率　100％

古澤良彰様・金津光雄様・佐々木郁生様（上越プ
ロバスクラブ）

牧野章一君・佐藤教彦君・大谷光夫君・山崎公一
君・箕輪賢一君・飯塚宏佳君・笹川　裕君・遠藤　
巌君・堀井靖功君・橋詰敏一君・山田　守君・髙
坂光一君・加藤公一君（３/９RA地区大会）
髙坂光一君（３/12 米沢上杉 RC）

報告： ３/15 合同例会振替休会・３/22 祝日振替
休会

会長挨拶会長挨拶 牧野　章一牧野　章一

出 席 報 告

ビ ジ タ ー

回 日 講演者：演題 会　　場

33 4月5日
卓話：総務省信越総合通信局情報通信
部長　西浦　徳昭様　演題：未定

交換留学生：ジョン・スケンゼル君例会出席日
デュオ・セレッソ

34 4月12日 観桜例会 アートホテル

35 4月19日 卓話：高田西城病院認知症疾患医療センターセンター長　森橋　恵子様　演題：未定 デュオ・セレッソ

36 4月26日 卓話：高田税務署署長　飯島　隆様
演題：未定 デュオ・セレッソ

４月例会プログラム

メイクアップ

幹 事 報 告
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牧野会長挨拶牧野会長挨拶 高田東RC 宮嵜会長挨拶高田東RC 宮嵜会長挨拶 新井RC 恩田会長挨拶新井RC 恩田会長挨拶 大谷ガバナーエレクト挨拶大谷ガバナーエレクト挨拶

　３月９日㈯やすねにて 2018-2019 年度国際ロー
タリー第 2560 地区ローターアクト第 49 回地区大
会が開催されました。高田 RAC永井さんが代表
の第 2560 地区ローターアクト最大行事の地区大
会ですので準備委員会（地区役員及びホストクラ
ブの高田 RAC）の準備は大変なものでした。大
会が近づいてくると日に日にアクターからの相談
電話や LINEが増え、不安が募るばかりではあり
ました。ただ、これだけ一生懸命準備したのだか
ら当日は失敗を恐れず頑張ろうと話し当日を迎え
ました。
　当日は 2560 地区ロータリークラブ役員、上越
市長を始めとする来賓の皆様や県内外のアクター
やロータリアン合わせ 183 名もの方々が高田にご
参集いただきました。緊張のなか永井会長の点鐘
から牧野会長からの歓迎の挨拶から来賓挨拶・各
RACの活動報告と進んでいきました。各地域で
RACが地域奉仕活動や自己研鑽活動を通じて自
己成長に繋げていく姿に感動しました。記念講演
はえちごトキめき鉄道リゾート列車「雪月花」の

デザイナー㈱イチバンセン川西代表をお招きし、
「領域を超えて」をテーマにアクターにチャレン
ジする事のすばらしさや「見えないニーズ」の「見
える化」について問いかけていただきました。刺
激を受けて地域活動に生かしてもらいたいもので
す。
　最後に祝賀会ですが一言で言うと若いパワーに
圧倒され、また頼もしく思ったひとときでした。
各RAC趣向を凝らした出し物を発表し、また様々
な地域・職業・役職の方々との交流も図り有意義
な時間を過ごしてくれたと思います。
　正直無事終
わりホッとし
ております。
ご協力ご尽力
いただきまし
た全ての皆様
に御礼申し上
げます。

青少年奉仕委員長　山崎　公一 君

第2560地区ローターアクト第49回地区大会開催報告


